
支援の現場から
無戸籍者がおかれる課題を考える

市川真由美さん
（NPO 法人無戸籍の人を支援する会）

みんなのふりかえり　４ 回目６/ 26

　７月１０日のじんけん楽習塾は「変容する現代

社会の部落差別－レイシズム研究の知見を踏

まえて」 がテーマです。 講師は阿久澤麻理子

さん （大阪公立大学 人権問題研究センター /

都市経営研究科教員） です。

●意識することが大切。 自分たちがしっかり知って

いかなければならないと思いました。 知る機会が

もっともっとあるべきではないか、 とも思います。 自

分たちができることは、 何ができるか難しいかもし

れないけれど、 一歩一歩、 目・ 耳をふさがずに行

きたいと思いました。

●行政職員として無戸籍の人の課題を解決するた

めにどんな事が出来るのかをいっしょに考えていき

たいと思います。

●無戸籍問題―、 何となく知っていると思っていま

したが、 具体的事例とその背景にある様々な問題

を聞いて驚くばかり。 厳しい現実を知りました。 戸

籍がないことで命すら脅かされるとしても、 実際に

は行政の対応は、 あまりにも現実とのズレが大きく

てガク然とします。 「誰ひとりとり残さない」 と胸を

張るなら、 行政にも勉強してもらって、 より良い支

援につなげてほしいなぁ。 「戸籍があってあたり前」

の日本社会のありよう、 考えさせられました。

●無戸籍問題は300日問題のことしか知りません

でした。 有戸籍社会になっているんだ、 と分かりま

した。 否定しない、 説教しない、 恩着せない。 自

分のやっていることにもとても響きました。 ありがと

うございました！（めぐりん）

●「どうしたいのか」 ききとる。 そして、 できないこ

とを一緒に考える。 この２点は、 子どもに対しても

そうだなと思いました。 また、 今まで、 無戸籍であ

るということは、 きわめて「特別」 だと思っていまし

た。 その背景を知ることで、 社会の中でしんどさを

かかえるからこそ、 無戸籍にならざるをえないこと

がわかりました。 戸籍制度にますます疑問がふくら

みました。

●まゆみさんの熱量を強く感じることができた。 無

戸籍問題という普段は身近に感じることのない内容

だったが、 実はどこにでもありうる問題であること

を痛感した。

　行政職員として、 「前例がない」 と対応してしま

う気持ちもわからなくもないが、 1人１人の命に関

わってくることでもあるし、 前例がなくてもできるこ

とを１つでも探る、 見つけることが非常に大切なこ

とであることを改めて認識した。

●道でこけたり、 財布落としたりとついてない日々

ですが、 「じんけん楽習塾」、 休まず参加して良

かった。

●「前例がありません」 の後に「前例になれるよう

に努力しています」 と言うための取組みをずっと続

けられているのが市川さんなのだと感じました。 無

戸籍者の問題は戸籍がないことだけが問題ではな

く、 その人それぞれの事情を、 ひとつずつひも解い

て対処していくことが解決に結びついていくのだと

思いました。

社会学の視点から、 人権教育、 差別の変容
を研究。
姫路工業大学・ 兵庫県立大学環境人間学部
教員を経て、 2011年より大阪市立大学教
員、 2022年より大学再編により大阪公立大
学教員。

●無戸籍の人がいらっしゃるということは知っていて

も、 その方々の苦労、 手続きの大変さについては

今日のお話をきくまで知りませんでした。 戸籍制度

そのものが本当に必要なのか、 根本から考える必

要があると思いました。 まゆみさんの支援者として

の姿勢に学ぶところがたくさんありました。

●無戸籍の方々が、 「いないもの」 とされ、 過酷

な現実を生きざるを得ない状況を知り、 胸が重苦

しくなりました。 マイナンバー制度の導入で、 就労

の機会を奪われることには憤りを覚えます。 また、

有戸籍者の私自身を振り返り、 今後とも、 無戸籍

の方々に関心を持ち続けたいと思います。 「恩にき

せない」 「説教しない」 「否定しない」、 この対人

援助の３つの「しないルール」 を肝に銘じます。

●知らないことがたくさんありました。 「支援」 する

時に大切なことも、 たくさん教えていただきました。

戸籍についても、 意識をもって考えていきたいと思

いました。 ありがとうございました。
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★今回の OYAOYA 川柳★

知らなかった　無料額、 医療制度！ （かっしゃん）
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